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昨
年
発
足
し
た
同
窓
会
の

第
二
回
総
会
が
、
五
月
十
九

日
０
午
後
三
時
か
ら
下
記
の

日
程
で
市
ケ
谷
の
富
士
見
校

舎
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日

は
多
数
の
先
生
方
も
ご
出
席

さ
れ
ま
す
。
老
若
男
女
が
う

ち
そ
ろ
っ
て
、
ゼ

ミ

の

こ

と
、
あ
の
人
の
こ
と
、
仕
事

の
話
、
生
活
の
話
、
そ
し
て

社
会
学
部
の
話
な
ど
、
昔
話

や
今
の
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

第

２
回

総
△
〓
日
程

　

　

鵜

整

、
資

書

、

　

『
痢
墨

湿

田
円
ジ

　

住
所
奎

嬬

の
農

い

日
時
　
五
月
十
九
日
０
午
後
　
　
“
動
か
ら
の
運
営
に
つ
い
　
　
　
　
諾
通
鷲
聖
谷
室
禽
口
　
　
　
　
所
群
蝶
叫
耗
瀬
群
加
織
糀
確

内棚２籍
一後細
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（午
後
３
時
１
４
時
半
、
富
　
　
年
館
の
教
職
員
食
堂
＝
学
生
　
　
生
教
授
は

「今
、
日
本
が
ア
　
　
業
生
名
簿
を
ご
覧

い
た
だ

士
見
校
舎
６９
年
館
）
　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
２
階
）
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
　
　
き
、
不
明
の
方
の
消
息
を
ご

演
題

「
ア
ジ
ア
の
行
方
、　
　
　
　
先
生
方
、
全
国
か
ら
の
Ｏ
　
　
深
め
て
い
る
中
で
、
い
ろ
い
　
　
存
じ
の
場
合
に
は
、
氏
名
、

日
本
の
行
方
」
講
師
　
土
生
　
　
Ｂ
や
ゼ
ミ
か
ら
の
呼
び
か
け
　
　
ろ
な
問
題
を
ア
ジ
ア
で
引
き
　
　
卒
業
年
月
、
住
所
、
勤
務
先

長
穂

。
社
会
学
部
教
授
。　
　
　
　
な
ど
、
盛
大
に
、
内
容
の
あ
　
　
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
　
　
等
を
事
務
局

へ
ご
連
絡
願
い

第
二
部
　
第
二
回
総
会

（午
　
　
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
問
題
を
考
え
な
が
ら
、
日
本
　
　
ま
す
。
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社
会
学
部
創
設
四
十
周
年

　
　
日
に
、
別
掲
の
通
り
開
催
で
　

　

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ら
、
同
窓
諸
兄
の
情
報
が

を
来
年
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
　
　
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
　
　
　
今
回
の
総
会
の
開
催
に
あ
　
　
極
め
て
少
な
く
、
第
二
回
総

に
対
し
て
、
心
よ
り
お
祝
い
　

　

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
　
　
た
り
ま
し
て
は
、
平
野
学
部
　
　
会
の
会
報
の
配
布
も
充
分
で

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
　
　
長
を
は
じ
め
、
社
会
学
部
の
　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
会
報

一
昨
年
の
三
月
に
発
足
い
　

　

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
方
の
温
か
い
ご
支
援
と
　
　
を
手
に
さ
れ
た
方
は
、
同
窓

た
し
ま
し
た
同
窓
会
も
、
こ

の
記
念
す
べ
き
四
十
周
年
に

向
け
て
、
役
員
会
の
開
催
、

会
員
名
簿
の
整
理
、
会
報
の

発
行
、
世
話
人

・
役
員
有
志
　
　
　
土
生
教
授
の
講
演
で
は
、　
　
　
ど
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
　
　
　
同
窓
会
は
、
今
後
も
前
向

に
よ
る
新
年
宴
会
な
ど
積
極
　
　
一
一十

一
世
紀
を
展
望
し
た
、　
　
　
の
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
　
　
き
な
、
楽
し
い
企
画
を
実
行

的
な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
リ
　
　
ア
ジ
ア
と
日
本
の
将
来
に
つ
　
　
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
　
　
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
の
お
話
が
聞
け
る
こ
と
　
　
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お

第
二
回
総
会
を
五
月
十
九
　
　
と
な
り
、
私
も
楽
し
み
に
し
　
　
　
こ
の
情
報
社
会
に
あ
り
な
　
　
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
生
方
も
、
役
員
も
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

と
ア
ジ
ア
の
将
来
の
在
り
方

に
つ
い
て
考
え
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

，
■
■
一■
一０
ず
富
一士
見
校
奮
で

当
日
の
会
費
は
、
五
千
円
　
　
　
お
願
い
　
総
会
の
当
日
は

で
す
。
尚
本
年
度
の
同
窓
会
　
　
懇
親
会
費

（
五
千
円
）
及
び

費
二
千
円
も
ご

用

意

下

さ
　
　
年
間
会
費

（
二
千
円
）
で
七

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
円
と
な
り
ま
す
が
、
発
足

ご
出
席
希
望
の
方
は
、
葉
　
　
し
た
ば
か
り
の
本
同
窓
会
は

書
で
も
、
電
話
で
も
結
構
で
　
　
組
織
的
に
も
、
財
政
的
に
も

す
Ｃ
ど

一
報
下
さ
い
。　
　
　
　
　
甚
だ
薄
弱
の
た
め
、
合
計

一

０

一
九
四
―
〇
二
　
　
　
　
　
万
円
を
納
入
い
た
だ
き
、
残

町
田
市
相
原
町
四
三
四
二
　
　
り
の
三
千
円
を
本
会

へ
の
ご

法
政
大
学
社
会
学
部
　
　
　
寄
付
と
し
て
い
た
だ
き
た
く

事
務
課
気
付
け
　
　
何
卒
宜
し
く
ご
理
解

。
ご
協

同
窓
会
事
務
局
　
担
当
　
　
　
力
の
程
お
願
い

い
た

し
ま

原
　
春
夫
　
　
す
。

の
友
人

・
知
人
に
積
極
的
に

総
会
の
出
席
と
同
窓
会
へ
の

加
入
勧
誘
に
ご
努
力
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。


